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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、相鉄いずみ野線「いずみ野駅」から徒歩約１３分の瀬谷区に接した場所
にあります。周りには畑が残り、天気が良ければ事業所の窓から富士山を望むこと
ができ、利用者の楽しみの一つになっています。開設時からの利用者や職員がい
て、１２年間の共同生活で深い馴染みの関係を築いています。
＜優れている点＞
利用者がその人らしく生き生きと暮らせるように、決まりごとは極力少なくしてい
ます。毎日の生活日課は作っていません。利用者が自宅での生活と同じように自由
にのびのびと生活できるよう支援しています。利用者はしたいこと、できることを
しています。女性利用者の調理に関する一連の作業の手伝いのほか、洗濯ものたた
み、散歩や買物に出かけること、近隣の園芸店や美容室に出かけたり、職員と一緒
にモップや掃除機掛け、手すり拭き、趣味活動、自治会館での行事に参加している
利用者もいます。参加する自由、参加しない自由が一人ひとりに確保されており、
利用者は生活を楽しんでいます。事業所理念の一つである「自分らしくいきいきと
穏やかに暮らせる私たちの家」の実践につなげています。
＜工夫点＞
職員のケアスキルを高めるためのマニュアル類が完備しています。「不測の事態に
関する」、「不審者対応」、「土砂災害時」、「統合失調症」など、他の事業所で
はめったに見ることのないマニュアルを用いた研修に職員は参加し報告書を提出し
て、職員間で共有しています。

利用者様がその人らしく生き生きと暮らせるように、決まりごとは極力少なくし自宅
での生活により近いものになるよう支援しています。やまももは現在利用者様の自立
度が高くご自分で出来ることは出来る限りご自分で行っていただき、その他にも能力
に応じて様々な作業を行っていただいています。また、趣味活動もそれぞれの個性や
好みを尊重し画一的にならないよう努めています。参加する自由、参加しない自由も
認め合い皆様が出来る限りストレスのない生活が送れるよう支援しています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成29年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 湘南リハウスビル3階
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

 事業所名 グループホームやまもも

 ユニット名 いちご

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる。

二ヶ月に一度のペースで年六回開催しています。地
域との交流や対応が難しい利用者様の支援について
などについて意見交流が深まっています。また、出
来る限り近隣の方に入所していただけるよう意見を

伺ったりしています。

運営推進会議は、年間予定を決めて２ヶ
月に１回開催しています。利用者、家
族、自治会長、自治会顧問、地域包括支
援センター職員、事業所管理者などが参
加しています。近隣の利用者を増やす方
法、災害時の地域の協力体制などについ
て意見交換しています。

運営推進会議に参加していただいたり報告書によっ
て取り組み状況を報告しています。また、生活支援
課の担当者とは日頃から電話連絡等で利用者様の状
態を報告、相談したり訪問による利用者様との面談
を行い協力関係を築いています。

生活支援課の担当職員とは、日常的な支
援や困難な事例を抱える利用者に対する
対処方法などについて、相談や情報交換
をしています。行政主導の感染症、身体
拘束などの研修会や市のグループホーム
連絡会に参加しています。

散歩や回覧板を回したりする際に挨拶を交わした
り、定期の町内清掃には利用者様と参加していま
す。また、今年度は自治会の班長として活動し積極
的に地域の情報を入手するようにしています。

利用者は回覧板を回したり、近くの商店
へ買物などの近所づきあいをしていま
す。地域の夏祭りに参加しています。管
理者は毎月開催の自治会定例会に参加し
て、地域の情報を入手し地域との交流機
会を増やすよう理念の実現に努めていま
す。

近所の商店に買い物に行ったりして認知症の利用者
様への理解を得られるよう努めています。また、法
人内のイベントや講習会のチラシを配るなどし認知
症の理解、支援について知っていただく機会を作っ
ています。

理念には、自分らしく暮らせることや地域との交流
の大切さを掲げておりそれを事務所、リビングの壁
に掲示し意識付けを図っています。新入職員に対し
てはオリエンテーションを行い内容を説明していま
す。

法人の理念をもとに事業所独自の理念を
作り、玄関や事務所に掲示して意識付け
を図っています。理念実現をより具体化
するために毎年目標を設定しています。
目標は全職員の提案をもとに主任、管理
者が毎年１月に作成しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている。

日常の会話の中や定期的なアセスメントを通して利
用者様、ご家族の意見や要望を記録に残すと共にカ
ンファレンスを実施しより良いケアに努めていま
す。また、苦情受付担当として施設部長が居り法人
本部への相談も出来るようになっています。ホーム
玄関に横浜市福祉調整委員会のポスターを掲示し相
談、要望等が直接出来る事を示しています。

面会時に家族の意見や要望を聞いていま
すが、最近では意見や要望が出されるこ
とはありません。意見が出た際にはカン
ファレンスで話し合い、課題を共有して
改善することにしています。また、苦情
受付の窓口として本部の施設部長や、横
浜市福祉調整委員会があることを玄関な
どにポスターを掲示して紹介していま
す。

勉強会等で学ぶ機会があります。必要に応じてご家
族、主治医と話し合い支援していく体制を整えてい
ます。また、新たに入所される方でご家族が居られ
ない方については、出来る限り成年後見制度を利用
していただけるよう促しています。

入所時に重要事項説明書、個人情報使用同意書、契
約書等を読み合わせし充分な説明を行っています。
また、料金も含め介護保険制度の改定により変更に
なった部分に関してはその都度書類を作成、説明し
疑問点がないか確認しています。

身体拘束についてのマニュアルがあり勉強会やカン
ファレンスにおいて学ぶことによって、全職員の理
解を深めるよう努めています。玄関は夜勤者のみに
なる時間を除いては開錠しており、職員が見守るこ
とにより利用者様の安全を確保しています。

身体拘束マニュアルがあり、身体拘束を
しないケアについての法人主催の研修会
に参加しています。また事業所内カン
ファレンスではチェックシートを活用し
て理解を深めています。日中は、リビン
グからテラスへの出入り口や玄関の施錠
はしていませんが、今まで利用者の離設
事故はありません。

勉強会やカンファレンスにおいて学ぶ機会を設けて
います。また、日々のケアの中で職員同士注意し合
えるようにし、特に言葉による虐待の防止に努めて
います。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている。

グループホーム連絡会に加入しており他ホームとの
交流や情報交換に努めています。それを基に良いと
思われることは積極的に取り入れるようにし、サー
ビスの質の向上に努めています。

法人内の総合相談室に入居担当がおり入居前にヒヤリング
を行ない身体状況、要望、不安に思っていることを随時聞
くようにしています。入居前に見学に来る機会があり、
ホーム内の見学や管理者との面談を行っています。その時
点での質問や相談等を気軽に話すことが出来るような雰囲
気作りを心がけています。また、入居後もアセスメントを
行いニーズの把握に努めています。

努力や業績はその都度評価すると共に能力考査も行ってい
ます。パート職員の労働時間は、個々の都合に合わせ柔軟
に対応しています。職員の退職者が出た時は出来る限り迅
速に職員の補充を行い、個々の負担が大きくならないよう
にしています。また、職員間の交流やリフレッシュとして
新年会や職員旅行を開催しています。

管理者研修をはじめ、施設部勉強会、教育研修会が
ありスキルアップを図っています。法人内に教育委
員会を設置し職員の経験年数や所有資格等を把握
し、それぞれに合わせた研修会を開催しています。
また、法人内にヘルパーカレッジがあり初任者研修
を開催し無資格者に対して資格取得を促していま
す。

申し送りやカンファレンスにおいて職員の意見や提
案を聞く機会を設けています。それについて職員で
話し合い良いと思われる事案は積極的に取り入れる
ようにしています。また、担当課長宛に月二回の事
業所報告を提出しており事業所内で解決出来ない事
を報告し定期会議において検討しています。

管理者や職員はカンファレンスなどで意
見を出し合い、利用者のより良い支援に
努めています。利用者の音楽療法参加希
望を実現するために、職員の勤務時間の
変更を依頼したり、その他職員に周知す
べきことは、連絡ノートで情報伝達して
いますが、伝わらないこともあるため、
極力顔と顔を合わせて伝達するようにし
ています。管理者は利用者との日常的な
関わりの中で生まれる職員の気づきやア
イディアを大事にしています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている。

年賀状や手紙を通じて遠方の親族等との交流を続け
ている方も居られます。希望に応じてホームの車や
介護タクシーでの送迎も行っています。

手紙を書いて投函する支援をしていま
す。思い出の場所への外出は介護タク
シーや事業所の車を利用しています。ま
た、開設時からの利用者や職員の間で
は、１２年以上の日々の会話の積み重ね
や事業所の暮らしの中で、深い馴染みの
関係を築いています。

利用者様と職員は共に地域で暮らしていく者同士と
して、お互いに支えあい協力し合って生活している
という意識を持つようにしています。また、利用者
様は人生の先輩であり尊敬の念を忘れず接するよう
にしています。利用者様から教わることも多く、日
常の作業を協力し合って行うことにより自身の存在
価値を感じ、お互いになくてはならない存在である
と思っていただけるよう努めています。

利用者様の日常の様子等を小まめに報告するように
しています。訪問時や電話等でご家族の意見、要望
を伺いケアプランに反映させています。

利用者様同様、入居担当が細かいヒヤリングを行っ
ています。その際困っていることや不安なことを伺
う様にし、また、何度でも話し合う機会があること
を伝えており気軽に話しが出来るような信頼関係を
築くよう努めています。利用者様同様、入居前には
ホーム見学、管理者との面談も行なっています。入
居後も面会時や電話等でいつでも相談を受け付けて
いることを伝えています。

状況把握に努め、必要としていることの優先順位を
見極めるようにしています。特に入居直後は環境の
変化に対応することが難しい利用者様も居られるの
でモニタリング、アセスメントを重ねご本人、ご家
族の意向に合ったサービスが出来るよう努めていま
す。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている。

入居時のアセスメントやご家族からの情報、看護サ
マリー、ケースワーカーからの情報を職員間で共有
し協議しながら支援に努めています。毎日の生活の
中で趣味や生活暦を聞いたり、その方の得意なこと
を見つけることによってこれまでどのような生活を
してきたのかまた、どのような生活を望んでいるの
かを把握するよう努めています。

日常生活の様子を観察し、その方の一日の過ごし方
や自身で行ったこと、会話等を個人ケース記録に残
しています。体調についても食事･水分摂取量や排泄
状況、バイタル等を記録しています。それらの情報
を基に毎日二回の申し送りにおいて報告していま
す。また、職員は出勤時に前回勤務以降の連絡帳、
業務日誌記載事項に目を通し、継続的に状況把握に
努めています。

グループホームでの対応が困難になり退所された方
が居られます。ホームに居られた時の生活面等の状
況を移動先の施設に伝えたりしてご本人がより良い
生活が送れるよう支援に努めています。

日常の何気ない会話の中から利用者様の思いを汲み
取りながら、出来る限り意向に添った支援が出来る
よう努めています。他の方が居られると話しにくい
こともあるので入浴中や夜勤帯等で職員と一対一で
話しが出来る機会を大切にしています。また、意思
表示が困難な利用者様に対しては、日頃の表情や状
態、仕草などを注意深く観察することによってご本
人の思いにより近いものになるよう検討していま
す。

他人がいると話しにくいこともあるの
で、入浴中や夜勤時間帯など、一対一で
職員と話ができる時に利用者の本音を聞
いています。何げない日常会話の中から
ご飯を大盛りに、美味しいコーヒーが飲
みたい、床屋で髭剃りをしてほしいなど
の思いや意向を聞き、得られた情報は
ケース記録で職員間で共有するとともに
実現しています。

レクリエーションや行事等日々の活動を通してコ
ミュニケーションを取っています。また、仲の良い
方同士が話しが出来るよう食席を近くにするなどし
ています。逆に普段あまり話が出来ない利用者様に
おいては、職員が間に入り皆の輪に入れるよう配慮
しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成してい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している。

往診医として内科医、精神科医が一名ずつ居り入所
時に選ぶことが出来ます。往診は基本的に月二回で
体調不良時等は臨時往診も受けられます。ご本人の
状態によって主治医の変更も可能です。また、歯
科、皮膚科の往診もありそれ以外の受診についても
主治医、訪問看護との連携により迅速に対応し適切
な医療が受けられるようになっています。

入居前のかかりつけ医や事業者が紹介し
た内科か精神科の往診医を選べるように
しています。入居前のかかりつけ医の通
院には職員が同行しています。内科医と
精神科医が月２回往診に来ています。皮
膚科の医師は必要に応じて往診に来ま
す。歯科の医師も往診にきています。

個別支援として買い物、美容院、外食等ご本人の希
望がある時は時間を調節して支援しています。ま
た、介護タクシーを利用し車椅子の方など外出が難
しい方の支援もしています。職員、ご家族共に付き
添いが困難な場合はガイドヘルパー付き添いの下外
出することも出来ます。

自治会に加入しており回覧板で情報を得て、出来る
限り自治会の行事に参加しています。また、近所の
商店に利用者様の希望する日用品や飲食物等を買い
に出かけています。戸外での歩行が難しい方は、
ホームの車で対応してりご本人の希望を聞いて職員
が代行したりします。

ご本人やご家族の意向を第一に考え主治医や訪問看
護とも連携し、情報を共有し現状に即した介護支援
計画の作成を心がけています。利用者様の状態に変
化があった時はその都度関係者に報告し、期間内で
あっても必要に応じて介護支援計画を変更するよう
にしています。

全職員が「個人ケース記録」に利用者の
体調や精神面の変化など気が付いた小さ
なことでも記録しています。医師、看護
師の「医療連携ノート」などを基に３ヶ
月ごとに職員間で協議し、本人や家族の
意向や思いを含めて介護計画を見直して
います。

介護支援計画に添った支援を行いその内容を中心に
個別記録に残しています。新たな課題や気になる点
についても記録しそれらの情報を基に職員間で協議
し、介護支援計画の見直し、作成を行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援してい
る。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る。

勉強会や研修等で応急手当や心肺蘇生の訓練を行っ
ています。急変時、緊急時マニュアルを作成しいざ
という時に迅速に対応できるように電話近くに掲示
してあります。カンファレンス等で定期的に確認し
ています。

毎年二回ホームでの防災訓練を実施しています。内
一回は消防署員立会いの下、夜間想定避難訓練を実
施しています。（消火器の使用方法、緊急電話の使
い方等）災害時に備え非常用物品と三日分の水、食
料を備蓄しておりミキサー食の方への対応も可能で
す。

年に２回、防災訓練を実施しています。
消防署員立ち合いの際は、訓練後、消防
署員から意見を聞いています。災害用備
蓄品は３日分あり、「非常食チェック・
献立表」で賞味期限などの管理をしてい
ます。近隣住民の一時避難場所の登録を
しています。

入院までの状況や経緯を詳細に担当医に報告してい
ます。主治医から入院先担当医への情報提供書も作
成され、適切に医療が受けられる体制を整えていま
す。また、ご本人、ご家族の意向も踏まえホームで
の生活が可能な段階で出来る限り早期に退院出来る
よう努めています。

重度化した場合には、主治医からの病状説明があり
ホームより「重度化した場合における対応に関わる
指針」を説明し、終末期に向けた医療方針について
ご本人、ご家族、看護師ホーム側と協議し終末期医
療の選択を行っています。ホームでのターミナルケ
アを行っており、各医療機関と連携し状況に応じた
対応を行っています。

入居の際には「重度化した場合における
対応に係る指針」を説明しています。状
態の変化に伴い、家族、医師、看護師と
話し合い、看取りの契約を行っていま
す。「ターミナルケアマニュアル」を整
備し、看取りの社内研修をし、全職員が
レポートを提出しています。数名の看取
りの実績があります。

週一回の訪問看護にて利用者様の健康チェックや相
談、アドバイスが受けられます。医療連携ノートを
活用しており主治医、看護師、介護職員が情報を共
有しています。また、２４時間連絡体制のため急変
時にも相談、連携が取れます。

株式会社フィールズ



グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している。

それぞれの利用者様の生活スタイルやこれまでの生
活習慣を尊重し、起床、就寝時間等柔軟に対応し、
出来る限り一人一人のペースで生活していただくよ
うにしています。レクリエーションや行事等の参加
も無理強いすることなく本人の希望に添った対応を
心がけています。

入浴時や外出時には、出来る限り本人の好みの衣類
を選んでいただいています。お化粧をされる方もい
ます。また、新しい衣類等の要望があった時はご家
族の協力を得ながら準備しています。職員同行で店
に行きご自分で好みの物を選んで購入する方もいま
す。起床時には洗顔、整髪、髭剃りを行いご自分で
出来ない方については介助しています。定期的に訪
問理容があり外出することなくホームで散髪が出来
ます。希望があれば近所の床屋、美容院にお連れす
ることもできます。

個々の性格や生活暦を念頭におきながらその方に適
した接遇や言葉かけを実践しています。接遇面につ
いては勉強会等で学ぶ機会もあり、職員間でも利用
者様のケアの方法について話し合っています。特に
保清や排泄に関する声掛けや確認はプライドを傷つ
けないことや他の方に聞かれないようにする等プラ
イバシーに十分配慮しています。

各ユニット前には「個人情報の取り扱い
について」を掲示しています。「個人情
報保護マニュアル」を整備し、家族に情
報開示した場合の「個人ファイル開示確
認表」を作成しています。職員は、トイ
レや入浴介助の声の大きさに配慮し、利
用者のプライドを傷つけないようにして
います。

日常会話やレクリエーションを通して楽しみを持っ
ていただき、思いや希望等を伝えやすい環境作りに
努めています。生活の中で些細なことでも自分で選
択する機会を積極的に作るようにしています。その
際もその方の能力に応じて職員が選択肢を示す等し
本人が答えやすいよう配慮しています。
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる。

便秘がちの利用者様には好みの味での水分摂取を促
しています。また午前中の体操、午後の廊下歩きは
個々の状態に合わせて行っていただいています。排
泄表を使用し便秘が続くようであれば訪問看護、主
治医に相談し指示を仰いでいます。

口腔ケアは毎食後行いケアチェック表を使用してい
ます。本人の能力に応じて見守り、必要であれば介
助を行なっています。週一回の訪問歯科による指導
を受けながら行っています。

排泄チェック表の使用、定時でのトイレ誘導、個人
の排泄パターンの見極めに努めています。夜間オム
ツ対応の利用者様も日中は可能な限りトイレへ誘導
し排泄していただくようにしています。

排泄チェック表と一週間のバイタル表で
排泄の状況を確認しています。紙パンツ
から布パンツに改善した利用者がいま
す。利用者には出来るだけトイレで排泄
できるように努めています。排泄に関す
る声掛けや確認は、他の利用者に聞こえ
ないようにしています。

その日のメニューを利用者様と一緒に決めたり、味
見や盛り付け等を行っていただいています。ホーム
に畑があり一緒に収穫することで旬の食材や調理方
法等の話をして、その方の好みを知ることも出来ま
す。食事は職員、利用者様が同じテーブルに着き話
しをしたりして食事時間が楽しくなるよう心がけて
います。下膳は基本的に各自行っていただき、出来
ない方のみ職員が行っています。食器拭きをされる
方もいます。また、法人内にバリアフリーの中華レ
ストランがあり昼食会や配達があります。季節ごと
の行事食や誕生会のお祝いまた、外食を楽しむ機会
も作っています。

献立は、担当職員が、業務日誌に記載さ
れている献立を見て、重ならないよう考
えています。利用者は、盛り付け、下
膳、食器拭きなどを手伝っています。職
員も同じテーブルを囲み、利用者の好き
なように自由に食事を楽しんでもらうよ
うにしています。誕生日会での特別食や
季節の行事食を提供しています。回転ず
しや法人経営の中華レストランなどで外
食しています。

苦手な食べ物を個人単位で把握し特定の食品を抜く
などし、出来る限り残さず召し上がっていただくよ
うにしています。さらに利用者様の状態に合わせ刻
み食等や温度管理をしながら召し上がっていただい
てます。薬の関係上食べれない物がある場合は、違
う品物を出すなどをしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている。

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

ホーム内で現金を所持している方はいませんが、購入希望
の商品がある場合は職員同行で買い物に行き、気に入った
物を選んでいただいています。また、職員が代行して購入
し代金の説明などを行っています。希望があれば外食など
の支援も行っています。

男性利用者様には、ごみ出しや荷物を運ぶ等の力仕事、女
性利用者様には洗濯たたみや調理の手伝い等を中心に本人
の得意なことを行っていただくようにしています。役割を
依頼する時は本人の意向を確認し強制的にならないように
し、終了時には感謝の言葉を伝えるようにしています。ま
た、他利用者様との兼ね合いを考え、役割分担をし途中で
交代していただいたりし不快な気分にならない様配慮して
います。また、飲み物は可能な限り本人の好みの物を提供
するようにしホームに常時ない物に関しては、希望を伺い
近所の商店で購入することもあります。余暇活動について
もそれぞれの好みや意思を尊重し柔軟に対応しています。

買い物や外食の希望があるときにはご家族の協力を
得ながらホームの車や介護タクシー等を利用しご希
望に沿えるよう支援しています。

日常的に散歩や買い物に行っています。
近燐の園芸店や美容室、自治会館での行
事に参加している利用者もいます。定期
的な外出として月に１～２度は音楽療法
や外食に出かけています。季節ごとの外
出は、花見、アジサイ観賞などに出かけ
ています。

ご利用者様には自由に休息していただいています。
ご自分での移動が困難な方は、希望を伺い居室やソ
ファーに誘導しています。居室内の照明も一律の消
灯ではなく本人の希望に沿って調節しています。

個人ケースファイルに最新の処方内容、薬の説明が
ファイリングしてありいつでも確認出来るように
なっています。服薬時マニュアルがあり確実に服薬
が出来るよう努めています。症状の変化があった場
合はケース記録に残すと共に、主治医に報告、相談
し薬の調節を受けています。

ご本人の状態や希望にそって対応をしています。入
浴は毎日行っており基本的に二日に一度は入浴でき
るようになっています。主に午前中に行いますが、
希望があれば夜勤帯以外は対応できます。

入浴確認表を使用し、入浴の状況を把握
しています。利用者は基本的に一日おき
に入浴しています。利用者の希望に沿っ
て、入浴の順番や時間帯を決めていま
す。季節を感じてもらえるようにゆず
湯、しょうぶ湯にしています。
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。

本人の使い慣れた家具や思い出の品、写真等を部屋
に置くことで安心して生活出来るようにしていま
す。ラジオやテレビを持ち込み、居室で楽しまれて
いる方もいます。家具や家電等居室に置きたいとの
希望があった時は、ご家族とも相談し出来る限り本
人の希望に添える様にしています。

エアコン、クローゼットは備え付けで
す。夫婦用にできる内ドア式の二人部屋
が一室あり、畳の居室も一室あります。
タンス、ラジオ、テレビ、テーブルなど
馴染みの物を持ち込み、利用者それぞれ
の自由な空間作りの支援をしています。

居室、食席は基本的には変更しませんが、歩行能力
や理解力を鑑みて安全かつ出来る限り自立した生活
が送れるよう変更することもあります。リビングに
は大きな手作りカレンダーがあり、日付・曜日がす
ぐに解かるようにしてあります。安全面では手摺り
の設置、利用者様の移動の妨げになるような物は極
力置かないようにし歩行や車椅子の自操が安全に出
来るようにしています。

常に清潔であるよう清掃を心がけています。リビン
グには、大きく見やすいカレンダーやイベントの写
真を掲示したりしています。また、適切な温度が保
てるよう配慮し、日差しが強い時にはカーテンを閉
めたり、エアコンによる温度調整を行い不快感のな
いようにしています。

利用者は、職員と一緒にモップや掃除機
掛け、手すり拭きなど行っています。リ
ビングは、床暖房や加湿器を適宜使用し
温湿度に配慮しています。行事で外出し
た時の写真や事業所での行事の写真を掲
示して、話題作りをしています。出来る
だけ物を置かないすっきりした空間作り
を心掛けています。

リビングでの各自の席とは別にテレビの前にソ
ファーがあり自由に座って新聞を読んだりテレビを
観たりして過ごしていただいています。気の合う利
用者様同士で会話をしたり花札、将棋などを楽しま
れたりしています。

ご家族、友人への電話はホームの電話を利用し自由
にしていただいてます。手紙については住所、宛
名、切手の確認を行い投稿の支援をしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

 事業所名 グループホームやまもも

 ユニット名 さくらんぼ

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる。

理念には、自分らしく暮らせることや地域との交流
の大切さを掲げておりそれを事務所、リビングの壁
に掲示し意識付けを図っています。新入職員に対し
てはオリエンテーションを行い内容を説明していま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

散歩や回覧版を回したりする際に挨拶を交わした
り、定期の町内清掃には利用者様と参加していま
す。

近所の商店に買い物に行ったりして認知症の利用者
様への理解を得られるよう努めています。また、法
人内のイベントや講習会のチラシを配るなどし認知
症の理解、支援について知っていただく機会を作っ
ています。

二ヶ月に一度のペースで年六回開催しています。地
域との交流や対応が難しい利用者様の支援について
などについて意見交流が深まっています。また、出
来る限り近隣の方に入所していただけるよう意見を
伺ったりしています。

運営推進会議に参加していただいたり報告書によっ
て取り組み状況を報告しています。また、生活支援
課の担当者とは日頃から電話連絡等で利用者様の状
態を報告、相談したり訪問による利用者様との面談
を行い協力関係を築いています。

株式会社フィールズ



グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護
予防サービス指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている。

身体拘束についてのマニュアルがあり勉強会やカン
ファレンスにおいて学ぶことによって、全職員の理
解を深めるよう努めています。玄関は夜勤者のみに
なる時間を除いては開錠しており、職員が見守るこ
とにより利用者様の安全を確保しています。

勉強会やカンファレンスにおいて学ぶ機会を設けて
います。また、日々のケアの中で職員同士注意し合
えるようにし、特に言葉による虐待の防止に努めて
います。

勉強会等で学ぶ機会があります。必要に応じてご家
族、主治医と話し合い支援していく体制を整えてい
ます。また、新たに入所される方でご家族が居られ
ない方については、出来る限り成年後見制度を利用
していただけるよう促しています。

入所時に重要事項説明書、個人情報使用同意書、契
約書等を読み合わせし充分な説明を行っています。
また、料金も含め介護保険制度の改定により変更に
なった部分に関してはその都度書類を作成、説明し
疑問点がないか確認しています。

日常の会話の中や定期的なアセスメントを通して利
用者様、ご家族の意見や要望を記録に残すと共にカ
ンファレンスを実施しより良いケアに努めていま
す。また、苦情受付担当として施設部長が居り法人
本部への相談も出来るようになっています。ホーム
玄関に横浜市福祉調整委員会のポスターを掲示し相
談、要望等が直接出来る事を示しています。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている。

申し送りやカンファレンスにおいて職員の意見や提
案を聞く機会を設けています。それについて職員で
話し合い良いと思われる事案は積極的に取り入れる
ようにしています。また、担当課長宛に月二回の事
業所報告を提出しており事業所内で解決出来ない事
を報告し定期会議において検討しています。

努力や業績はその都度評価すると共に能力考査も行ってい
ます。パート職員の労働時間は、個々の都合に合わせ柔軟
に対応しています。職員の退職者が出た時は出来る限り迅
速に職員の補充を行い、個々の負担が大きくならないよう
にしています。また、職員間の交流やリフレッシュとして
新年会や職員旅行を開催しています。

管理者研修をはじめ、施設部勉強会、教育研修会がありス
キルアップを図っています。法人内に教育委員会を設置し
職員の経験年数や所有資格等を把握し、それぞれに合わせ
た研修会を開催しています。また、法人内にヘルパーカ
レッジがあり初任者研修を開催し無資格者に対して資格取
得を促しています。

グループホーム連絡会に加入しており他ホームとの
交流や情報交換に努めています。それを基に良いと
思われることは積極的に取り入れるようにし、サー
ビスの質の向上に努めています。

法人内の総合相談室に入居担当がおり入居前にヒヤリング
を行ない身体状況、要望、不安に思っていることを随時聞
くようにしています。入居前に見学に来る機会があり、
ホーム内の見学や管理者との面談を行っています。その時
点での質問や相談等を気軽に話すことが出来るような雰囲
気作りを心がけています。また、入居後もアセスメントを
行いニーズの把握に努めています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている。

利用者様同様、入居担当が細かいヒヤリングを行っ
ています。その際困っていることや不安なことを伺
う様にし、また、何度でも話し合う機会があること
を伝えており気軽に話しが出来るような信頼関係を
築くよう努めています。利用者様同様、入居前には
ホーム見学、管理者との面談も行なっています。入
居後も面会時や電話等でいつでも相談を受け付けて
いることを伝えています。

状況把握に努め、必要としていることの優先順位を
見極めるようにしています。特に入居直後は環境の
変化に対応することが難しい利用者様も居られるの
でモニタリング、アセスメントを重ねご本人、ご家
族の意向に合ったサービスが出来るよう努めていま
す。

利用者様と職員は共に地域で暮らしていく者同士と
して、お互いに支えあい協力し合って生活している
という意識を持つようにしています。また、利用者
様は人生の先輩であり尊敬の念を忘れず接するよう
にしています。利用者様から教わることも多く、日
常の作業を協力し合って行うことにより自身の存在
価値を感じ、お互いになくてはならない存在である
と思っていただけるよう努めています。

利用者様の日常の様子等を小まめに報告するように
しています。訪問時や電話等でご家族の意見、要望
を伺いケアプランに反映させています。

年賀状や手紙を通じて遠方の親族等との交流を続け
ている方も居られます。希望に応じてホームの車や
介護タクシーでの送迎も行っています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている。

レクリエーションや行事等日々の活動を通してコ
ミュニケーションを取っています。また、仲の良い
方同士が話しが出来るよう食席を近くにするなどし
ています。逆に普段あまり話が出来ない利用者様に
おいては、職員が間に入り皆の輪に入れるよう配慮
しています。

グループホームでの対応が困難になり退所された方
が居られます。ホームに居られた時の生活面等の状
況を移動先の施設に伝えたりしてご本人がより良い
生活が送れるよう支援に努めています。

日常の何気ない会話の中から利用者様の思いを汲み
取りながら、出来る限り意向に添った支援が出来る
よう努めています。他の方が居られると話しにくい
こともあるので入浴中や夜勤帯等職員と一対一で話
しが出来る機会を大切にしています。また、意思表
示が困難な利用者様に対しては、ご家族の意見を聞
いたり日頃の表情などを注意深く観察することに
よってご本人の思いにより近いものになるよう検討
しています。

入居時のアセスメントやご家族からの情報、看護サ
マリー、ケースワーカーからの情報を職員間で共有
し協議しながら支援に努めています。毎日の生活の
中で趣味や生活暦を聞いたり、その方の得意なこと
を見つけることによってこれまでどのような生活を
してきたのかまた、どのような生活を望んでいるの
かを把握するよう努めています。

日常生活の様子を観察し、その方の一日の過ごし方
や自身で行ったこと、会話等を個人ケース記録に残
しています。体調についても食事･水分摂取量や排泄
状況、バイタル等を記録しています。それらの情報
を基に毎日二回の申し送りにおいて報告していま
す。また、職員は出勤時に前回勤務以降の連絡帳、
業務日誌記載事項に目を通し、継続的に状況把握に
努めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している。

ご本人やご家族の意向を第一に考え主治医や訪問看
護とも連携し、情報を共有し現状に即した介護支援
計画の作成を心がけています。利用者様の状態に変
化があった時はその都度関係者に報告し、期間内で
あっても必要に応じて介護支援計画を変更するよう
にしています。

介護支援計画に添った支援を行いその内容を中心に
個別記録に残しています。新たな課題や気になる点
についても記録しそれらの情報を基に職員間で協議
し、介護支援計画の見直し、作成を行っています。

個別支援として買い物、美容院、外食等ご本人の希
望がある時は時間を調節して支援しています。ま
た、介護タクシーを利用し車椅子の方など外出が難
しい方の支援もしています。

自治会に加入しており回覧板で情報を得て、出来る
限り自治会の行事に参加しています。また、近所の
商店に利用者様の希望する日用品や飲食物等を買い
に出かけています。戸外での歩行が難しい方は、
ホームの車で対応してりご本人の希望を聞いて職員
が代行したりします。

往診医として内科医、精神科医が一名ずつ居り入所
時に選ぶことが出来ます。往診は基本的に月二回で
体調不良時等は臨時往診も受けられます。ご本人の
状態によって主治医の変更も可能です。また、歯
科、皮膚科の往診もありそれ以外の受診についても
主治医、訪問看護との連携により迅速に対応し適切
な医療が受けられるようになっています。また緊急
時は隣のいずみ台病院を受診されたりもしていま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。

週一回の訪問看護にて利用者様の健康チェックや相
談、アドバイスが受けられます。医療連携ノートを
活用しており主治医、看護師、介護職員が情報を共
有しています。また、２４時間連絡体制のため急変
時にも相談、連携が取れます。

入院までの状況や経緯を詳細に担当医に報告してい
ます。主治医から入院先担当医への情報提供書も作
成され、適切に医療が受けられる体制を整えていま
す。また、ご本人、ご家族の意向も踏まえホームで
の生活が可能な段階で出来る限り早期に退院出来る
よう努めています。

重度化した場合には、主治医からの病状説明があり
ホームより「重度化した場合における対応に関わる
指針」を説明し、終末期に向けた医療方針について
ご本人、ご家族、看護師ホーム側と協議し終末期医
療の選択を行っています。ホームでのターミナルケ
アを行っており、各医療機関と連携し状況に応じた
対応を行っています。

勉強会や研修等で応急手当や心肺蘇生の訓練を行っ
ています。急変時、緊急時マニュアルを作成しいざ
という時に迅速に対応できるように電話近くに掲示
してあります。カンファレンス等で定期的に確認し
ています。

毎年二回ホームでの防災訓練を実施しています。内
一回は消防署員立会いの下、夜間想定避難訓練を実
施しています。（消火器の使用方法、緊急電話の使
い方等）災害時に備え非常用物品と三日分の水、食
料を備蓄しておりミキサー食の方への対応も可能で
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけてい
る。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る。

個々の性格や生活暦を念頭におきながらその方に適
した接遇や言葉かけを実践しています。接遇面につ
いては勉強会等で学ぶ機会もあり、職員間でも利用
者様のケアの方法について話し合っています。特に
保清や排泄に関する声掛けや確認はプライドを傷つ
けないことや他の方に聞かれないようにする等プラ
イバシーに十分配慮しています。

日常会話やレクリエーションを通して楽しみを持っていた
だき、思いや希望等を伝えやすい環境作りに努めていま
す。生活の中で些細なことでも自分で選択する機会を積極
的に作るようにしています。その際もその方の能力に応じ
て職員が選択肢を示す等し本人が答えやすいよう配慮して
います。

それぞれの利用者様の生活スタイルやこれまでの生活習慣
を尊重し、起床、就寝時間等柔軟に対応し、出来る限り一
人一人のペースで生活していただくようにしています。レ
クリエーションや行事等の参加も無理強いすることなく本
人の希望に添った対応を心がけています。

入浴時や外出時には、出来る限り本人の好みの衣類を選ん
でいただいています。お化粧をされたり着物を着たりする
方もいます。また、新しい衣類等の要望があった時はご家
族の協力を得ながら準備しています。職員同行で店に行き
ご自分で好みの物を選んで購入する方もいます。起床時に
は洗顔、整髪、髭剃りを行いご自分で出来ない方について
は介助しています。定期的に訪問理容があり外出すること
なくホームで散髪が出来ます。月１で近くの美容院を利用
されてる方もいます。

その日のメニューを利用者様と一緒に決めたり、味見や盛
り付け等を行っていただいています。ホームに畑があり一
緒に収穫することで旬の食材や調理方法等の話をして、そ
の方の好みを知ることも出来ます。食事は職員、利用者様
が同じテーブルに着き話しをしたりして食事時間が楽しく
なるよう心がけています。下膳は基本的に各自行っていた
だき、出来ない方のみ職員が行っています。食器拭きをさ
れる方もいます。また、法人内にバリアフリーの中華レス
トランがあり昼食会や配達があります。

株式会社フィールズ



グループホーム　やまもも.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている。

苦手な食べ物を個人単位で把握し食べれる物を別で
提供。さらに利用者様の状態に合わせ刻み食等や温
度管理をしながら召し上がっていただいてます。
又、それぞれに応じた介助方法を支援しています。

口腔ケアは毎食後行いケアチェック表を使用してい
ます。本人の能力に応じて見守り介助を行なってい
ます。週一回の訪問歯科による指導を受けながら
行っています。

排泄チェック表の使用、定時でのトイレ誘導、個人
の排泄パターンの見極めに努力しています。夜間オ
ムツ対応の利用者様も立位が可能ならば日中はトイ
レへ誘導し排泄していただくようにしています。

便秘がちの利用者様には好みの味での水分摂取を促
しています。また乳製品や食物繊維の多い食品等を
使用し食事を提供しています。排泄表を使用し便秘
が続くようであれば主治医に相談し連携をとってい
ます。

ご本人の状態や希望にそって対応をしています。自
立度の高い利用者様には朝に希望を聞き入浴したい
ときにしてもらっています。基本的に二日に一回入
浴することが出来ます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している。

ご利用者様には自由に休息していただいています。
ご自分での意思表示が難しい方についてはカンファ
レンスにて状態を話し合いベッドやソファにて休ん
でいただく時間を設けています。

個人ケースファイルに最新の処方内容、薬の説明が
ファイリングしてありいつでも確認出来るように
なっています。症状の変化があった場合はケース
ファイルに残すと共に、主治医、訪問看護に相談も
行っています。

男性利用者様には、ごみ出しや荷物を運ぶ等の力仕事、女
性利用者様には洗濯たたみや調理の手伝い等を中心に本人
の得意なことを行っていただくようにしています。役割を
依頼する時は本人の意向を確認し強制的にならないように
し、終了時には感謝の言葉を伝えるようにしています。ま
た、他利用者様との兼ね合いを考え、役割分担をし途中で
交代していただいたりし不快な気分にならない様配慮して
います。また、飲み物は可能な限り本人の好みの物を提供
するようにしホームに常時ない物に関しては、希望を伺い
近所の商店で購入することもあります。余暇活動について
もそれぞれの好みや意思を尊重し柔軟に対応しています。

買い物や外食の希望があるときにはご家族の協力を
得ながらホームの車や介護タクシー等を利用しご希
望に沿えるよう支援しています。

購入希望の商品がある場合は職員が代行して購入し
ています。誕生日などの記念日には希望があれば外
食などの支援も行っています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている。

ご家族、友人への電話はホームの電話を利用し自由
にしていただいてます。手紙については住所、宛
名、切手の確認を行い投稿の支援をしています。

常に清潔であるよう清掃を心がけています。リビン
グには、大きく見やすいカレンダーやイベントの写
真を掲示したりしています。また、適切な温度が保
てるよう配慮し、日差しが強い時にはカーテンを閉
める、エアコンによる温度調整を行い不快感のない
ようにしています。

リビングでの各自の席とは別にテレビの前にソ
ファーがあり自由に座って新聞を読んだりテレビを
観たりして過ごしていただいています。気の合う利
用者様同士で固まり会話もされています。

本人の使い慣れた家具や思い出の品、写真等を部屋
に置くことで安心して生活出来るようにしていま
す。ラジオやテレビを持ち込み、居室で楽しまれて
いる方もいます。家具や家電等居室に置きたいとの
希望があった時は、ご家族とも相談し出来る限り本
人の希望に添える様にしています。

居室、食席は基本的には変更しませんが、歩行能力
や理解力を鑑みて安全かつ出来る限り自立した生活
が送れるよう変更することもあります。リビングに
は大きな手作りカレンダーがあり、日付・曜日がす
ぐに解かるようにしてあります。安全面では手摺り
の設置、利用者様の移動の妨げになるような物は極
力置かないようにし歩行や車椅子の自操が安全に出
来るようにしています。
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番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

近隣への散歩やホームの車を使用し外出支援に
努めていますが、歩行が困難な方への対応へは
難しい状況が続いています。音楽療法、食事会
はリフト車の送迎があるので車椅子の方の対応
も出来ますがホーム内の外出行事への参加が少
ない状況です。

どの利用者様も定期的に外出できるように取り
組みます。

日常的な散歩も車椅子を使用するなどし、歩行
が困難な方も外に出る機会を増やしていきま
す。また、外出の企画を早めに立て会社所有の
リフト車を借りられるよう手配し、多くの利用
者様が外出行事に参加できるように努めます。

12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成29年度
目標達成計画

事業所名　　やまもも

作成日：　平成３０年１月８日


